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1 章  micromass culture の基礎解析  
 最終目標の達成のためには、まず、四肢を形成する細胞集団の挙動を理解するための、
わかりやすいシンプルな実験系を確立する必要がある。生体よりもシンプルだと思われる
培養系のひとつとして、ニワトリ肢芽間充織を高密度で培養する micromass culture と呼
ばれる培養法が挙げられる。この培養法を特定の時期のニワトリ胚肢芽間充織の細胞集団
を用いて行うと、軟骨に分化する細胞凝集塊（ nodule）が形成されることが知られている









2 章  ニワトリ細胞における光刺激による遺伝子発現誘導システムの開発  
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1 章 micromass culture の基礎解析 
 シンプルな実験系として、ニワトリ肢芽間充織を高密度で単層培養する micromass 










3 章 micoromass culture パターン形成時の細胞集団運動の解析 
 軟骨凝集パターンを作り出す細胞同士の振る舞いをモデル化するためには、軟骨分化に
先立って各細胞がどのように動き回り凝集しているのかを定量化することが必要だと考え
られる。そのための、単細胞レベルでの細胞運動の定量化を前提とした、長期間ライブイ
メージング系の構築に成功した。細胞培養を開始してから、細胞が凝集し、規則的な凝集
パターンができるまでの全プロセスのライブイメージングができるようになったが、解析
の上での問題点も見つかった。 
 これらの解析データをもとに、細胞挙動をもとに新たなモデルを樹立し検討することの
重要性、既存のモデルをどのように再検討するべきか、自律的な細胞同士の相互作用によ
って規則的な軟骨パターンが形成されるメカニズム、について考察している。 
これらの内容は、本論文の著者が、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学
識を有することを示している。したがって、北嶋慶一提出の論文は、博士（生命科学）の
博士論文として合格と認める。  
